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タイトル

地域人口に考慮した地方(日の出町北西部)のバス停最適配置



問題背景

近年、高齢化に伴う事故により免許返納率が上昇



問題背景

免許返納後は公共交通機
関を利用

https://www.j-longlife.co.jp/column/article/license_henno_after_moving_means/



問題背景

しかし、バス停の配置満足度は低い

最適な配置を求める



分析地区

過疎化が進んでいる「奥多摩町」を選択

過疎化マップ(東京都)



分析地区

奥多摩群のバスの満足
度は低い(特に日の出町
という場所)

「日の出町、今後の開発目標.pdf」より引用



奥多摩(西多摩郡)に位置する日の出町



分析の下準備

①人口メッシュからバス停位置を可視化、距離を測定

②定式化

③p-median問題を解く



①QGISを用いて現在のバス停位置を可視化

日の出町北西部のバス停



既存のバス停と比較

〇が建設候補地
〇が現在のバス停



②定式化

定義:

バス停の候補地集合 Fi = {f0, f1, f2…}

利用者の集合 di = {d0, d1, d2…}

利用者diがバス停fjを使用 = (Binary) Xij

バス停間の距離Cij = {150, 100, …}



②定式化

目的関数 (min):

Σ Σ Wi * Cij * Xij

i j

制約条件:

①Σ Fi == 9  #配置は現在と同じで9に設定

i

②Σ Xij ==1,  #利用できる施設は一つのみ

j

③Xij <= Fj, #利用者がいないならば使えない(binary)



③p-median問題を解く

PuLPを使ったコードを実行例



実行結果

適正な施設配置はf(0,2,3,5,7,9,10,11,13)
という結果になった。



P-medianでの再配置結果(図)
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